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石川県 農業職

県HPにもアップしてます︕
ぜひ検索してくださいね



業務紹介

▲衛星画像を活用した
追肥指導

普及指導
直接生産者に接して、農業技術の普及指導や
経営向上の⽀援を⾏っています
・新技術や新品種の生産現場への導入に向けた

指導
・地域の気候や風土に適した農産物の産地育成
・新規就農者に対する技術・経営指導 等

試験研究

農業⾏政
農業に関する施策の企画⽴案や実施を通じ、
県内農業の発展に努めています
・県産農産物の生産拡大、品質向上の支援
・県産農産物のブランド化、販売促進、

地産地消の推進
・担い手や新規就農者等の育成、農業への参入

に対する支援 等

※パンフレットに掲載されている職員の勤務先については、令和7年4月現在のものです。

▲現地ほ場での栽培講習会

生産現場の課題解決に向け、新技術や
新品種の開発・実⽤化を⾏っています
・消費者及び生産者のニーズを捉えた新品種

の開発
・省⼒・低コスト技術や品質向上技術の開発
・効果的な病害虫防除法や農産物加工技術の

開発 等

東京駅での
県産食材PRイベント

技 師 橋本 佳子
所 属︓生産振興課
入庁年︓令和５年度

技 師 中村 優那
所 属︓南加賀農林総合事務所
入庁年︓令和６年度

技 師 原田 倫太朗（写真左）

技 師 山上 友誠（写真右）

所 属︓農林総合研究センター
入庁年︓令和５年度▲ＤＮＡ解析による

イネの早期選抜
▲ドローンによる

生育データの取得

⻨・大⾖の生産振興
に関する業務や、能登
半島地震で被災された
農業者の方々の営農継
続・再建を支援する業
務を担当しています。

事業の運営を通して、
農業者の所得確保や営
農継続に貢献できる点
にやりがいを感じてい
ます。

農業者に直接接し、
もの・人・地域づくりに
取り組む、仕事の幅広さ
が魅⼒です。

⾏政・研究・関係機関
の架け橋となり、農業者
に寄り添い、⼀緒に成⻑
していけることにやりがい
を感じています。

主に水稲の栽培技術
に関する研究や新しい
品種の開発を担当して
います。

ドローンなどのス
マート農業機械を活用
した新しい技術につい
て、石川県の農業に役
⽴てるよう、研究を
⾏っています。

普及指導機関と連携
して、生産者の所得向
上や新規参入に繋げた
いと考えています。

果樹担当として、県オリジナル品種「ルビーロマ
ン」や「加賀しずく」をはじめ、果樹の生産技術の
⾼度化、新規就農者の確保・定着、産地活性化等を
支援しています。



最先端技術を活⽤した石川型スマート農業技術の推進 ・・・

石川県の
特徴的な取組

栽培や経営といった農業の各分野で、AIやIoT技術を活用したスマート農業技術の開発・社会実装を進め、
作業の省⼒化や効率化、収益性向上に向けた取組を支援しています。また、スマート農業技術のマッチング
から技術の定着までの支援に取り組んでいます。

特色ある農産物のブランド化

ニーズに応じたほ場のデザイン 生産⼯程の効率化
農業者自らが農業ブルドーザを活用し、
ほ場の大区画化や均平化など、ほ場を
使いやすく改良することで、生産性の
⾼い農業を推進

生産管理手法や作業データを活用して作
業現場の「ムリ・ムラ・ムダ」を解消し、
農業経営の生産性、収益性を向上

「ムリ・ムラ・ムダ」の⾒える化

改善前 改善後

現場改善

ほ場の大区画化
（畦倒し）

ICT機能による簡易な
農地改良（均平化）

ルビーロマン
石川県オリジナル品種の

ぶどう。
「巨峰」の約２倍という国

内品種では最大級の粒の大き
さで、鮮やかな赤色の果皮が
特徴です。

百万石乃白
県が11年の歳月をかけて開

発した酒米の新品種。
すっきりとした味わいのフ

ルーティーで香り⾼い日本酒
を造ることができ、削っても
割れにくいことから大吟醸に
適する加工適性の⾼さが特⻑
です。

配属先によってさまざまな業務がありますが、分からないときは先輩や上司が丁寧に教えてくださるので、
些細なことでも気軽に相談し、安心して働くことができます。
また、福利厚生も整っているので、子育てや趣味などと両⽴している職員もたくさんいます。

ぜひ⼀緒に、石川県の農業を盛り上げていきましょう♪

仕事と趣味の両⽴
有給休暇やリフ
レッシュ休暇制度
などを利用して、
趣味や遊びも満喫
しています

石川県は農業算出額が全国43位と規模は大きくな
いものの、品質の⾼い優れた農産物が多くあります。

また、平成27年3月の北陸新幹線開業を契機に、
食を求めて多くの観光客が石川県に訪れるようにな
りました。

そこで、生産量は少なくとも品質で差別化できる
農産物を育てるため、特色ある県産農産物のブラン
ド化に、生産者やＪＡ等の関係機関と⼀丸となり取
り組んでいます。

水田園芸や環境保全型農業の推進
水田での園芸品目の作付けを推進し、農業者の所得向上に取り組んでいます。また、農業を持続性のある産業

としていくため、環境負荷軽減技術を検証し、環境保全型農業への転換を進めています。

メッセージ

たまねぎ
拾い上げ機

乗用培土機での
白ねぎの土寄せ

水田園芸の推進 環境保全型農業の推進

▲有機物（稲わら）の
すき込み

▲リモコン除草機による
除草剤の削減

画像データ活⽤
ドローンや衛星画像を用いてこれまで
勘や経験で判断していたことを「⾒え
る化」することで、作業の効率化や低
コスト化を実現

※色の薄い部分（生育の悪いところ）のみ
肥料を散布

子育てしやすい環境
子育て世代や先輩マ
マも多く、困ったと
きは気軽に相談でき
る雰囲気で、⼥性も
働きやすい環境です

農業職の業務内容に
ご興味ある⽅︕

採⽤試験へのご応募
お待ちしています︕



珠洲農林事務所

奥能登農林総合事務所 能登農業復興研究室

中能登農林総合事務所

羽咋農林事務所

砂丘地農業研究センター

農林総合研究センター農業試験場
県央農林総合事務所

石川農林総合事務所

南加賀農林総合事務所

加賀農林事務所 ■…主に農業行政
●…主に普及指導
▲…主に試験研究

本庁

津幡農林事務所

Ｑ︓農学系学部出⾝ではないですが、採用に不利になりますか︖
Ａ︓採用は人物重視ですので、出⾝学部は関係ありません。

農学系学部以外（理学部、教育学部等）の出⾝でも活躍している先輩は大勢います。

Ｑ︓農業に関する知識に自信がなく、採用後が心配ですが、大丈夫ですか︖
Ａ︓大丈夫です︕新任普及指導員の研修やＯＪＴ研修等の研修体制が整っている他、日々の仕事の中でも多くのことが学べます。

Ｑ︓農業職になるため、しておくべきことはありますか︖
Ａ︓日々の生活の中でも農業の知識を学ぶことはできますので、日頃から新聞やテレビニュース等で世の中の動きを知り、

新しい情報を得る習慣をつけると良いと思います。

Ｑ︓⼥性職員はいますか︖
Ａ︓男⼥関係なく採用してますので、多くの⼥性職員が活躍しています。

また、出産や育児の休業制度や復帰後のサポートも充実しておりますので、⼥性も働きやすい職場です。

農業職の業務に関する
お問い合わせ

採用に関する
情報・お問い合わせ

石川県人事委員会
〒920-8580 石川県⾦沢市鞍月1-1
TEL︓076-225-1871
FAX︓076-225-1872

石川県 農林水産部 生産振興課
〒920-8580 石川県⾦沢市鞍月1-1
TEL︓076-225-1671
FAX︓076-225-1624

農業職の仕事内容は配属先によって大きく異なり、主に農業⾏政
は本庁、普及指導は農林総合事務所、試験研究は農林総合研究セン
ターで⾏われています。

配属先は、毎年人事担当との⾯談等を通じて本人の希望や特性等
を考慮して決まり、通常2〜3年程度のサイクルで異動します。

待遇・採⽤試験案内等（R7.4.1 時点）

農業職に関するＱ＆Ａ

初 任 給（給料月額+地域手当）
・大学卒業程度 約227,100円
・⾼校・短大卒程度 約194,100〜約207,500円
※上記の⾦額は、⾦沢市内勤務で地域手当が加算されたものです。今後、人事委員会勧告

により改定されることがあります。
※学校卒業後、職務経験など⼀定の経歴がある場合は、所定の⾦額が加算されます。
※職種によっては、研究職などの給料表が適用され、上記と異なります。

諸 手 当
期末手当・勤勉手当、扶養手当、通勤手当、住居手当、農林漁業

普及指導手当（有資格者）、職務の特殊性に応じた特殊勤務手当な
どがそれぞれの支給条件に応じて支給されます。
※採用後に普及指導員の資格取得に向け、手厚い研修や指導が受けられます。

勤務時間
１日あたりの勤務時間は、原則として、午前8時30分から午後5時

15分までの7時間45分です。
休 日

勤務の場所や内容によって異なる場合がありますが、原則として
土曜日、日曜日、祝日、年末年始(12月29日〜1月3日)が休みとなっ
ています。
休 暇 等

年次有給休暇（年間20日、採用1年目は15日）のほか、病気休暇、
特別休暇（夏期休暇、結婚休暇、産前産後休暇など）、介護休暇、
育児休業制度などがあります。

農業職の主な配属先

※R7.４.１時点
※人事交流等で上記以外の部署に配属される場合があります

農
林
水
産
部

農業経営戦略課

企画調整室

里山振興室

生産振興課

農林総合事務所
（南加賀・石川・県央・中能登・奥能登）

農林総合研究センター
（農業試験場）（砂丘地農業研究センター）
（能登農業復興研究室）

畜産振興・防疫対策課

ブランド戦略課


